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○

ご
利
用
く
だ
さ
い

３
月
の
休
日
窓
口

○は休日窓口開設日
土金木水火月日
4321
111098765
18171615141312
25242322212019

313029282726

3月

開
設
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
１

時開
設
窓
口　

市
民
課
、
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
係
、
子
育
て
支

援
課
手
当
助
成
係
（
５
日
の

み
）
、
納
税
課
（
５
日
の
み
）

※　

取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
・
市

税
証
明
書
交
付
事
務
ほ
か
）
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
各
担

当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
２
６
）
、

０４２

３８７

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
市
役
所
代

表
（
☎　

儿　

儿
１
１
１
１
）

０４２

３８３

○

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

域
が
誇
る
文
化
的
資
産
で
あ
る
玉

川
上
水
堤
の
緑
道
お
よ
び
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
並
木
の
整
備
方
針
に
つ
い
て

協
議
を
重
ね
、
市
民
団
体
お
よ
び

東
京
都
と
協
働
し
て
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

の
補
植
を
行
う
な
ど
、
歴
史
遺
産

の
再
生
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
市
民
の
憩
い
の

場
で
あ
り
、
防
災
の
拠
点
で
も
あ

る
公
園
整
備
を
計
画
的
に
進
め
、

引
き
続
き
み
ど
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
閉
園
や
休
園
に

よ
る
減
少
が
顕
著
な
市
民
農
園
に

つ
い
て
は
、
使
用
料
の
改
定
を
行

う
こ
と
に
加
え
、
土
地
所
有
者
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
新
た
に

（
仮
称
）
ぬ
く
い
き
た
市
民
農
園

を
本
年
４
月
に
開
園
い
た
し
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
都
市
農
地
の
保

全
に
資
す
る
た
め
、
学
校
給
食
に

お
け
る
地
場
産
野
菜
の
提
供
、
ふ

れ
あ
い
農
業
の
充
実
、
食
育
を
通

じ
た
支
援
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
都
市
小
金

井
」
に
つ
い
て

　

昨
年
開
催
さ
れ
た
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
は
、
本
市

に
ゆ
か
り
の
あ
る
選
手
を
含
め
た

日
本
選
手
団
が
、
全
国
に
夢
と
感

動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
２
０

２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
大
会

は
、
さ
ら
な
る
熱
気
で
あ
ふ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
現
在
、
多
摩
地

域
の
各
団
体
等
を
巡
る
フ
ラ
ッ
グ

ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
本

市
で
は
４
月
の
桜
ま
つ
り
に
合
わ

せ
、
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。
大
会
後
の
レ
ガ
シ
ー
創

出
を
見
据
え
な
が
ら
、
平
成　

年
２９

度
に
策
定
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
」
の
理
念
を
実
現
す
る
と
と

も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
「
力
」
を
信

じ
、
小
金
井
ら
し
い
、
未
来
に
つ

な
が
る
事
業
を
展
開
し
、
市
民
の

皆
様
と
と
も
に
開
催
都
市
の
一
員

と
し
て
東
京
大
会
の
成
功
に
向
け

た
機
運
醸
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

文
化
都
市
の
形
成
に
向
け
て

は
、
「
教
育
・
文
化
の
振
興
に
関

す
る
総
合
的
施
策
の
大
綱
」
を
尊

重
し
つ
つ
、
「
第
３
次
生
涯
学
習

推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
生
涯
学

習
社
会
の
形
成
に
よ
る
豊
か
な
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
「
芸
術
文
化
振
興

計
画
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
小
金

井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
や
は
け
の

森
美
術
館
と
い
っ
た
文
化
拠
点
を

大
い
に
活
用
し
、
市
民
の
皆
様
が

そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
で
芸
術
文
化
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
事
業
を
展

開
す
る
な
ど
、
小
金
井
ら
し
い
市

民
文
化
の
「
輪
」
を
広
げ
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

「
新
し
い
自
治
体
経
営
に
挑
む
小

金
井
」
に
つ
い
て

　

私
は
、
平
成　

年
度
を
「
変
革

２９

の
１
年
」
に
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
依
然
と
し
て
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
山
積
す
る
将
来
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
も
は

や
ス
ク
ラ
ッ
プ
な
し
で
は
ビ
ル
ド

が
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ

っ
て
も
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上

さ
せ
、
本
市
を
「
選
ば
れ
る
ま

ち
」
と
す
る
た
め
に
は
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
得
る
こ
と

を
常
に
念
頭
に
置
き
、
新
た
な
財

源
を
生
み
出
し
て
い
く
知
恵
と
勇

気
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

私
が
市
長
に
就
任
し
て
以
降

も
、
直
営
業
務
の
見
直
し
や
新
た

な
財
源
確
保
な
ど
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
の
指
針
と

な
る
「
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
２
０

２
０
」
で
は
、
「
い
つ
か
誰
か
が

し
て
く
れ
る
」
で
は
な
く
「
今
、

私
た
ち
が
必
ず
実
行
す
る
」
を
基

本
と
し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
行
政
の
質
的
転
換
、
そ
し
て

何
よ
り
も
財
政
再
建
を
図
り
、
私

自
身
が
全
て
の
職
員
の
先
頭
に
立

ち
、
真
の
行
財
政
改
革
を
断
行
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

他
方
、
挑
戦
し
続
け
る
組
織
を

構
築
す
る
た
め
、
職
員
に
は
、
政

策
形
成
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ

る
な
ど
に
よ
り
、
行
政
の
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
よ
り
広
い

視
野
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
職
員
の

人
材
育
成
の
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
東
京
都
を
は

じ
め
と
し
た
行
政
機
関
に
加
え
、

新
た
に
民
間
企
業
と
の
人
事
交
流

を
実
施
す
る
ほ
か
、
近
隣
大
学
か

ら
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入

れ
の
強
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

加
え
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会

実
現
へ
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
後
の
自
治
体
経
営
に
お

い
て
も
重
要
な
視
点
で
あ
り
ま

す
。
平
成　

年
度
に
お
い
て
は
、

２９

市
役
所
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
私
自

身
が
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を
行
い
、
庁

内
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
に
対
す
る
理
解
促
進
に
努
め
、

そ
の
効
果
が
広
く
市
内
の
各
事
業

所
へ
波
及
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

 　

昨
年
５
月
、
本
市
に
天
皇
皇
后

両
陛
下
が
お
越
し
に
な
り
、
天
皇

陛
下
が
終
戦
直
後
に
５
年
間
過
ご

さ
れ
た
地
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

町
並
み
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た

が
、
当
時
の
風
景
を
多
分
に
残

し
、
み
ど
り
豊
か
な
小
金
井
を
懐

か
し
く
思
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
、
市
制
施
行　

３０

１０

６０

周
年
を
迎
え
る
本
市
は
、
昭
和　
３３

年　

月
、
約
４
万
人
ほ
ど
だ
っ
た

１０
人
口
が
、
今
や　

万
人
に
達
す
る

１２

日
も
近
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

本
市
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、
勇
気
と
決
断

を
も
っ
て
行
財
政
改
革
や
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

年
と
い
う
歴
史
は
、
困
難
を
乗

６０ ４　

む
す
び

り
越
え
続
け
た
年
月
の
積
み
重
ね

で
あ
り
、
今
後
は
、
私
た
ち
自
身

が
未
来
の
た
め
に
種
を
ま
き
、「
選

ば
れ
る
ま
ち
」
と
し
て
の
市
政
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

平
成　

年
度
に
行
っ
た
本
市
の

２７

人
口
推
計
で
は
、
平
成　

年
以
降

３２

に
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
始
ま

り
、
歳
入
の
根
幹
を
な
す
地
方
税

へ
の
影
響
と
と
も
に
、
社
会
保
障

関
連
経
費
の
増
加
は
不
可
避
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
今
後
も
、
本
市

を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
は
、

厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
中
、
市
民
の
皆
様
の
笑
顔
が
あ

ふ
れ
る
「
ま
ち
」
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
、
恐
れ
る
こ
と
な
く
挑
戦

を
続
け
、
変
革
を
め
ざ
す
歩
み
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
た
財
産

を
基
礎
と
し
て
、
既
成
概
念
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
時
代
の
変

化
に
対
応
し
な
が
ら
、
新
た
な
小

金
井
を
創
造
す
る
こ
と
は
、
我
々

に
与
え
ら
れ
た
使
命
で
あ
り
ま

す
。

　

決
し
て
平
た
ん
な
道
の
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
民
の
皆
様
と

の
対
話
を
通
じ
、
オ
ー
ル
小
金
井

の
精
神
で
、
未
来
に
輝
く
小
金
井

を
創
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

※
１

　

健
幸
長
寿
＝
人
々
が
い
つ
ま
で

も
健
康
で
生
き
が
い
を
感
じ
、
安

全
・
安
心
で
豊
か
な
生
活
を
送
る

こ
と

※
２

　

さ
さ
え
愛
＝
思
い
や
り
を
も
っ

て
互
い
に
互
い
を
支
え
て
い
く
こ

と

〈
①
非
常
勤
嘱
託
職
員
〉

業
務
名　

保
育
士
補
助
業
務

勤
務
時
間　

週
５
日
、
月
曜
～
金

曜
日
午
前
７
時
～　

時
ま
た
は
午

１１

後
３
時　

分
～
７
時
の
間
で
、
１

３０

日
１
・
５
時
間
～
３
時
間
勤
務
、

週　

時
間
程
度
（
必
要
に
応
じ
土

１５
曜
日
の
勤
務
あ
り
）

報　

酬　

時
給
千　

円
２００

※　

別
途
通
勤
に
要
す
る
経
費
を

条
件
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

応
募
要
件　
　

歳
定
年
制
の
た

６５

め
、
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に

２７

生
ま
れ
た
方

募
集
人
数　

若
干
名

面
接
試
験
日　

４
月　

日（
月
）

１７

採
用
予
定
日　

５
月
１
日
（
月
）

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

付　

４
月
７
日
（
金
）
ま
で
の
午

前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時

３０

～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を

除
く
）
に
職
員
課
（
市
役
所
本
庁

舎
１
階
）
で
。
郵
送
に
よ
る
応
募

（
６
日
必
着
）も
受
け
付
け
ま
す
。

〈
②
育
児
休
業
代
替 

任
期
付
職
員
〉

職　

種　

保
育
士

勤
務
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
７

時
の
間
で
１
日
７
時
間　

分
（
ロ

４５

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
土
曜
日
の

勤
務
あ
り
）

資
格
等
要
件　

保
育
士
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方

採
用
予
定
人
数　

若
干
名

面
接
試
験
日　

３
月　

日
（
月
）

１３

採
用
予
定
日　

４
月
１
日
（
土
）

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

付　

３
月
６
日
（
月
）
ま
で
の
午

前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時

３０

～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
に
職
員
課
（
市
役
所
本
庁
舎

１
階
）
で
。
郵
送
に
よ
る
応
募

（
５
日
必
着
）も
受
け
付
け
ま
す
。

〈
③
教
育
委
員
会
非
常
勤
嘱

託
職
員
〉

業
務
名　

❶
学
校
給
食
調
理
補
助

❷
図
書
館
業
務

勤
務
時
間　

❶
月
曜
～
金
曜
日
の

午
前
８
時　

分
～
午
後
３
時　

３０

１５

分
、午
前
９
時
～
午
後
３
時　

分
、

４５

午
前
９
時　

分
～
午
後
４
時　

分

３０

１５

の
い
ず
れ
か
（
７
月　

日
～
８
月

２１

　

日
は
勤
務
を
要
し
な
い
）
❷
水

２０曜
～
金
曜
日
の
う
ち
週
２
日
午
後

１
時　

分
～
８
時　

分
の
間
で
所

１５

１５

属
長
が
割
り
振
る
３
時
間　

分
３０

（
主
に
夜
間
帯
午
後
４
時　

分
～

４５

８
時　

分
を
中
心
と
す
る
）

１５

報　

酬　

❶
月
額　

万
４
千　

円

１４

１００

❷
月
額
３
万
８
千　

円
３００

※　

別
途
通
勤
に
要
す
る
経
費
を

条
件
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

資
格
等
要
件　
　

歳
定
年
制
の
た

６５

め
、
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に

２７

生
ま
れ
た
方
で
❷
の
み
司
書
、
司

書
補
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

る
方們

們
◇
①
②
共
通
◇
們
們

採
用
予
定
人
数　

１
人

面
接
試
験
日　

３
月　

日（
金
）

１７

採
用
予
定
日　

４
月
１
日
（
土
）

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

付　

３
月　

日
（
水
）
ま
で
の
午

１５

前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時

３０

～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
に
、
庶
務
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
７
階
）
で
。
郵
送
に
よ
る
応

募
（　

日
必
着
）
も
受
け
付
け
ま

１５

す
。們

們
◇
①
〜
③
共
通
◇
們
們

そ
の
他　

▽
要
項
は
、
配
布
期
間

中
に
限
り
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１

階
受
付
で
も
配
布
す
る
（
③
は
除

く
）
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
▽

い
ず
れ
の
職
種
も
国
籍
は
問
い
ま

せ
ん
。

問
合
先　

①
②
＝
職
員
課
人
事
研

修
係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不

１８４

要
☎　

儿　

儿
９
８
０
８
）
③
＝

０４２

３８７

庶
務
課
庶
務
係
（
〒　

儿
８
５
０

１８４

４
住
所
不
要
☎　

儿　

儿
９
８
７

０４２

３８７

２
）

 　

６
月
３
日
（
土
）
に
開
催
す
る

黄
金
井
名
物
市
を
一
緒
に
作
り
上

げ
る
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

委
員
会
は
３
月　

日
（
水
）
か

１５

ら
、
月
に
１
・
２
回
、
夜
間
に
開

第　

回
黄
金
井
名
物
市

１７
実
行
委
員
募
集

催
し
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
平

成　

年
４
月
１
日
現
在　

歳
以
上

２９

１８

の
方

募
集
人
員　
　

人
程
度
（
多
数
抽

１０

選
）

申　

込　

３
月　

日
ま
で
に
、
電

１０

話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
商
工
会

（
☎　

儿　

儿
８
７
６
５
死y

.s

０４２

３８１

h
ib
aki@

sh
o
ko
kai-to

kyo
.o
r

.jp

）
へ
。

 　

公
募
委
員
選
考
基
準
に
よ
り
、

次
の
方
を
委
員
に
選
任
し
ま
し

た
。

　

▽
小
野
郁
夫
さ
ん（
公
募
市
民
）

問
合
先　

環
境
政
策
課
環
境
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
１
７
）

０４２

３８７

 
【
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

市
・
都
民
税
、
軽
自
動
車
税
、
法

人
市
民
税
、国
民
健
康
保
健
税
】

　

金
融
機
関
な
ど
で
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め

に
、
夜
間
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。

　

ま
た
、
事
情
に
よ
り
一
度
に
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

３
月
６
日（
月
）、
７
日

（
火
）、
９
日（
木
）、　

日（
金
）、

１０

い
ず
れ
も
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　

納
税
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
３
階
）

 
※　

東
側
職
員
通
用
口
（
右
図
）

か
ら
入
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

納
税
課
納
税
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
３
）

３８７ 環
境
審
議
会

委
員
選
任
結
果

夜
間
納
税
窓
口
を
開
設

夜間入口詳細図

職
員
募
集

平
成　

年
度

２９


